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鈍
足
台
風
18
号
も
、

淡
路
に
は
格
別
の
こ
と

な
く
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

種
々
の
教
訓
も
残
し
て

…
。

　

「
想
定
外
」
が
今
年
の

流
行
語
大
賞
に
な
る
の

で
は
？　

８
―
９
月
、
本
当
に
い

ろ
い
ろ
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

順
不
同
で
。

　

竜
巻
な
ん
て
、
日
本
で
起
こ
る

と
は
想
定
外
（
死
者
ゼ
ロ
だ
っ
た

の
は
？
）
。
天
気
の
変
動
も
激
し

く
、
一
方
で
は
四
万
十
市
の
41
度

（
８
月
12
日
）
の
新
記
録
。
秋
田

や
島
根
で
は
豪
雨
。
桜
島
が
大
噴

火
も
上
空
５
千
メ
ー
ト
ル
の
新
記

録
。
負
け
じ
と
イ
プ
シ
ロ
ン
の
打

ち
上
げ
。
打
ち
上
げ
と
言
え
ば
、

花
火
大
会
の
事
故
と
い
う
悲
し
い

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
な
け
れ
ば
よ
か
っ

た
で
す
ね
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
の
ト
ッ
プ

は
も
ち
ろ
ん
、
２
０
２
０
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
そ
の
他
、
イ
チ

ロ
ー
の
通
算
４
千
本
安
打
（
最

近
、
打
率
が
悪
い
の
は
ト
シ
の
せ

い
？
）
。
楽
天
田
中
将
太
の
連
勝

記
録
と
、
バ
レ
ン
テ
ィ
ン
の
本
塁

打
は
記
録
更
新
続
行
中
。
夏
の
高

校
野
球
も
初
出
場
で
初
優
勝
。
そ

し
て
一
日
休
日
が
入
っ
た
り
一
日

も
雨
降
ら
ず
（
雨
や
地
方
校
の
勝

ち
残
り
は
主
催
者
や
阪
神
電
車
と

の
収
入
の
話
は
ま
た
後
日
）
…
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
消
費
税
増
税

問
題
、
尖
閣
諸
島
か
ら
イ
ン
ド
洋

に
か
け
て
の
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア

問
題
。
日
ロ
の
問
題
、
シ
リ
ア
の

問
題
が
ネ
グ
レ
ク
ト
さ
れ
か
け
る

の
は
？
（
私
に
は
イ
ス
ラ
ム
の
こ

と
は
全
く
わ
か
ら
な
い
）

　

台
風
18
号
の
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
予

定
番
組
を
全
部
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た

の
は
ご
立
派
？　

そ
の
間
に
大
川

ミ
サ
ヲ
様
の
最
高
齢
１
１
５
歳
も

あ
り
ま
し
た
。

　

サ
テ
、
台
風
一
過
、
秋
の
青
空

と
共
に
朝
夕
と
昼
間
の
気
温
差
が

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
体
に
ご
留

意
。

　

夏
季
・
お
盆
休
み
の
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
９
月
17
日　

松
本
記
】
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安
倍
政
権
が
表
明
し
て
い
る
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
医
療
費

窓
口
負
担
現
行
１
割
か
ら
２
割
へ
の
負
担
増
に
対
し
、
協
会

は
負
担
増
中
止
の
た
め
の
会
員
Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
署
名
で
は
、
「
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
れ
ば
、
高
齢

者
の
受
診
抑
制
を
も
た
ら
し
、
重
症
化
を
ま
ね
く
恐
れ
」

が
あ
る
と
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。
負
担
増
中
止
と
と
も

に
、
「
技
術
料
を
中
心
に
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
」
も
求
め
て
い
る
。
ま
だ
返
信
さ
れ
て
い
な
い
先
生
は
、

ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

《
署
名
に
記
さ
れ
た
淡
路
支
部
会
員
か
ら
の
一
言
》

◆
歯
科
は
２
割
に
な
り
ま
す
と
受
診
抑
制
を
一
番
受
け
や

す
い
で
す
。
な
ん
と
か
現
状
維
持
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
な
か
で
は
、
受
診
抑
制
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
窓
口
負
担
ゼ
ロ
こ
そ
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
患
者
負
担
倍
増
は
も
っ
て
の
外
で
す
。

◆
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上
げ
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
当
院
で
は
患
者
個
々
に
10
～
20
分
ほ
ど
の
問
診
・
診
察
・

説
明
を
初
再
診
に
係
ら
ず
行
っ
て
い
ま
す
。
患
者
も
そ
れ

を
期
待
し
て
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
ろ
う
と
も
来
院
し
て

下
さ
い
ま
す
。
結
果
的
に
１
時
間
あ
た
り
４
～
６
人
ほ
ど

の
診
察
ス
ピ
ー
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
再
診
（
特
に
再

診
料
）
の
点
数
設
定
を
再
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

高齢者負担増は中止を



２０１３年９月２５日 ( 毎月５･ １５･ ２５日発行 ) 兵庫保険医新聞 ( 昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可 ) 号外 ( 年間購読料 12,000 円）

　

６
月
１
日
、
神
戸
女
子
大
学
講

師
の
阿
江
善
春
先
生
に
「
医
療
機

関
で
知
っ
て
お
き
た
い
医
療
・
福

祉
・
介
護
の
役
立
つ
制
度
」
と
題

し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

３
０
年
間
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
経
験
を
生
か
し
、
兵

庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
で
各

自
治
体
の
制
度
改
善
の
取
り
組
み

も
さ
れ
て
い
た
先
生
の
お
話
は
、

具
体
的
で
分
か
り
や
す
か
っ
た
で

す
。

　

今
ま
で
身
体
障

害
や
特
定
疾
患
の

申
請
等
は
し
て
い

ま
し
た
が
、
例
え

ば
「
介
護
保
険
で

要
介
護
者
の
人
は

税
金
の
障
害
者
控

除
を
受
け
ら
れ

る
」「
重
度
の
介
護

を
必
要
と
す
る
在

宅
の
人
に
介
護
費

用
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
月
額

２
万
６
６
２
０
円

の
特
別
障
害
者
手

当
が
支
給
さ
れ
る
」

「
請
求
漏
れ
の
多
い

障
害
者
年
金
」
な

ど
の
話
は
初
耳
で

し
た
。

　

世
の
中
知
ら
な
い
と
損
を
す
る

と
い
う
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
も
、

医
療
・
福
祉
・
介
護
の
分
野
で
も

研究会感想文

患者負担軽減のために

医療機関ができること

淡路市　粟田　哲司

同
じ
で
し
た
。
特
に
慢
性
の
病
気

を
抱
え
て
働
け
な
く
な
っ
た
人
や

年
金
生
活
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て

は
、
生
活
の
質
や
生
死
に
か
か
わ

り
ま
す
。

　

忙
し
い
医
師
に
と
っ
て
書
き
慣

れ
な
い
申
請
書
類
を
作
成
す
る
の

は
大
変
で
す
。
し
か
し
、
で
き
る

だ
け
利
用
で
き
る
制
度
は
活
用
す

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
で
の
一
部
負

担
金
の
支
払
い
が
困
難
な
た
め
に

受
診
を
控
え
た
り
、
障
害
が
あ
る

の
に
在
宅
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
人
が
い
ま

す
。そ
う
い
う
人
た
ち
に
対
し
て
、

申
請
す
れ
ば
保
険
料
や
一
部
負
担

金
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
軽

減
さ
れ
る
な
ど
の
制
度
に
つ
い
て

気
軽
に
相
談
を
受
け
、
的
確
に
ア

ド
バ
イ
ス
で
き
る
人
が
各
地
域
の

自
治
体
や
医
療
機
関
に
必
要
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

神戸女子大学講師の阿江善春先生がわかりやすく講演した
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メ
デ
ィ
キ
ャ
ス
ト
株
式
会
社

メ
デ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
石
原
正
規
氏
に
、「
診

療
所
の
Ｉ
Ｔ
化
を
ど
う
す
る
か
」

を
テ
ー
マ
に
総
会
記
念
講
演
を

し
て
い
た
だ
い
た
。

　

診
療
所
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ

ン
セ
ン
ト
の
重
要
性
、
情
報
化

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
地
域
医
療
連
携

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
キ
ー
・
ワ
ー
ド

に
上
げ
、
今
後
は
医
療
情
報
を
外

部
に
置
く
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

が
増
え
て
い
く
と
の
こ
と
。

　

特
に
、
診
療
所
に
と
っ
て
地
域

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
加

は
、
①
紹
介
患
者
の
経
過
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
理
解
で
き
る
、
②
高

額
医
療
機

器
の
共
同

利
用
で
投

資
を
抑
え

投稿を募集しています !!

【FAX】　078-393-1802

【Ｅ -mail】 kusunoki@doc-net.or.jp　　　淡路支部担当  楠 ( くすのき ) まで

 　支部ニュースへの投稿を募集しています。 日常の診療にかかわることや主張な

ど ､ テーマは問いません。 地域色豊かな話題を淡路の会員の先生方で交流し

たいと思います。 医科 ・ 歯科連携のアイデアなど ､ お寄せください。
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ら
れ
る
、
③
地
域
連
携
に
参
加
し

て
い
る
こ
と
が
患
者
満
足
に
つ
な

が
る
、な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

医
療
現
場
に
お
け
るiPad

な

ど
の
モ
バ
イ
ル
端
末
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
６
０
歳
代
以
上
の
医
師

で
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
上
回
っ

て
お
り
、
操
作
性
、
軽
量
性
、
価

格
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
影
響
し
て

い
る
。

　

外
来
業
務
に
お
け
る
モ
バ
イ
ル

端
末
の
活
用
と
し
て
、
問
診
端

末
、
診
療
サ
ポ
ー
ト
端
末
、
検

査
入
力
・
指
示
確
認
端
末
の
他
、

往
診
端
末
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
電
子
カ
ル
テ
に

は
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

と
モ
バ
イ
ル
端
末
の
活
用
が
欠
か

せ
な
く
な
る
。
電
子
カ
ル
テ
選
定

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
操
作
性
、
②

機
能
、
③
サ
ポ
ー
ト
、
④
実
績
、

⑤
価
格
で
あ
る
。

減点事例や算定方法などご相談ください
　	 　納得のいかない減点事例や、レセプトの記載、算定方法など、

	 保険請求に関するご相談を受け付けています。困ったことがあれ

	 ば、悩まずすぐにご連絡を。

　　　お問い合わせは、℡ 078-393-1803

　　　兵庫県保険医協会まで
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協
会
歯
科
部
会
は
７
月
20
日
に

洲
本
市
文
化
体
育
館
で
、
淡
路
支

部
の
歯
科
会
員
を
対
象
と
し
た

「
歯
科
社
保
・
審
査
、
指
導
対
策

　

淡
路
歯
科
会
員
懇
談
会
」
を
開

2

減点事例など意見交換

歯科社保・審査、指導対策　淡路歯科会員懇談会

投稿を募集しています !!
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ど ､ テーマは問いません。 地域色豊かな話題を淡路の会員の先生方で交流し

たいと思います。 医科 ・ 歯科連携のアイデアなど ､ お寄せください。

催
、
12
人
が
参
加
し
た
。

　

同
懇
談
会
は
、
縦
覧
・
突
合
点

検
な
ど
審
査
強
化
の
現
状
の
な
か

で
、
審
査
や
指
導
に
つ
い
て
会
員

へ
の
情
報
提
供
と
相
談
の
場
を
設

け
る
た
め
、
協
会
歯
科
部
会
が
県

下
各
地
域
を
回
っ
て
い
る
も
の

で
、
平
時
会
う
機
会
の
少
な
い
歯

科
会
員
と
の
貴
重
な
意
見
交
換
の

場
と
な
っ
て
い
る
。
淡
路
は
但
馬

支
部
に
続
く
２
回
目
の
開
催
。

　

懇
談
会
で
は
、
縦
覧
点
検
な
ど

審
査
強
化
の
実
態
や
歯
周
病
治
療

の
保
険
請
求
上
の
留
意
点
な
ど
に

つ
い
て
、
歯
科
部
会
の
谷
端
美
香

先
生
（
芦
屋
市
）
と
坂
口
智
計
先

生
（
須
磨
区
）
が
講
師
と
し
て
話

題
提
供
し
た
。

　

参
加
者
に
は
、
実
際
の
減
点
通

知
を
持
参
し
具
体
的
に
相
談
を
持

ち
か
え
る
会
員
も
見
ら
れ
、
参
加

者
相
互
で
活
発
に
意
見
交
換
し

た
。

12 人が参加し有意義

な懇談会となった

（7月 20 日、洲本市内）


